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i ＊ 平成18年度教育目標
＊麹町中学校

I ＊地域で子どもの安全を守る活動
h 

．＊九段中等教育学校適性検査の結果

I ＊夢の課外授業
i ＊三学期・後期課程のできごと
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九段中等教育学校

初の適性検査に臨む児童

2月3日（金）日月治大学リバティ

タワーにて適性検査を実施し

ました。

図一
`

1̀
9
 

畜

＿i、）-

i

`

 

E
-
aJAa
-
i
 

C100 
古 8寧1改双洞生厩を使用しています



〈
文

化

〉

麹

町

中

学

校

の

建

つ

麹

町

地

区

は

、

江

戸

時

代

は

武

家

地

で

あ

り

、

所

々

に

武

家

を

相

手

と

す

る

商

家

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

た

め

か

こ

の

地

区

に

は

、

武

家

の

文

化

と

町

人

（
商
家
）
の
文
化
が
あ
り
、
日
枝
神
社
の
お
祭

り

は

将

軍

家

お

目

見

え

の

お

祭

り

と

し

て

、

地
区
の
人
々
に
支
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

明

治

維

新

を

迎

え

、

武

家

が

官

僚

や

軍

人

に

入

れ

替

わ

り

、

文

化

人

や

言

論

人

や

経

済

人

も

住

む

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

土

地

の

文

化

は

歴

史

を

形

作

り

ま

す

。

〈
歴
史
〉

昭

和

二
十

二

年

の

創

立

で

、

平

成

十

九

年

度

に

は

創

立

六

十

周

年

を

迎

え

ま

す

。

卒

業

生

は

幅

広

く

各

界

に

多

く

、

政

治

家

と

し

て

国

を

動

す

方

、

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

し

て

世

界

を

駆

け

巡

る

方

、

芸

術

家

と

し

て

人

々

に

感

動

を

提

供

す

る

方

、

経

済

界

で

社

会

の

ト

ッ

プ

と

し

て

決

断

し

て

い

る

方

、

大

学

で

研

究

や

教

育

に

携

さ

わ

る

方

、

医

療

の

最

先

端

で

、

開

発

や

治

療

に

専

念

し

て

い

る

方

、

食

べ

物

や

物

作

り

の

専

門

職

と

し

て

そ

の

世

界

の

先

達

と

し

て

後

進

の

指

導

に

当

た

っ
て
い
る
方
な
ど
、

大

勢

の

方

々

が

こ

の

学

校

を

巣

立

っ

て

行

か

れ

ま

し

た

。

歴

史

は

文

化

を

形

作

り

ま

す

。

彿

史

麹
呵
中
学
校

麹
町
中
学
校
長
島
川

登

学

校

を

形

作

る

の

は

、

教

育

目

標

で

す

。

一
、
自
主
性

二
、

社

会

性

三

、

創

造

性

中

学

校

は

、

思

春

期

の

子

ど

も

を

教

育

す

る

場

で

す
。

大

人

に

な

っ
た

将

来

、

自

分

の

幸

せ

の

価

値

観

と

社

会

が

善

し

と

す

る

価

値

観

が

一
致

す

る

こ

と

は

、

個

人

に

と

っ

て

も

社

会

に

と

っ
て
も

大

切

な

こ

と

で

す

。

社

会

の

一
員

と

し

て

、

創

造

性

を

持

っ

て

、

自

主

的

な

行

動

を

し

た

こ

と

が

、

個

と

し

て

の

充

実

感

を

得

、

そ

れ

が

社

会
に
も
認
め
ら
れ
、

社

会

の

発

展

に

も

役

立

つ

の

で

す

。

大

人

の

前

段

階

の

中

学

時

代

だ

か

ら

こ

そ

こ

の

三

つ

が

大

切

で

あ

り

、

ど

ん

な

時

代

に

あ

っ
て
も

普

遍

性

を

持

っ

て

い

ま

す

。
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◎

確

か

な

学

力

変

化

の

激

し

い

現

代

に

あ

っ

て

、

必

要

な

千代田区教育委員会は、「千代田区新世紀構想」に示された基本理念である

「都心の魅力にあふれ、文化と伝統が息づくまち千代田」の実現を目指し、未来を

担う子どもたちに対して以下に示した人間像の育成に向けて教育を推進します。

●社会規範を身に付け、社会に貢献しようとする人間

●個性を磨き、生涯を通じて学ぶ意欲と創造力をもった人間

●豊かな心を備え、国際社会で活躍できる人間

また、学校教育及び社会教育を充実し、誰もが生涯を通じて主体的に学ぶこと

のできる生涯学習社会の実現を図るとともに、受け継がれてきた伝統文化を育て

ながら、千代田らしい新たな文化を創り出していけるようにします。

そして、教育は、家庭、学校及び地域のそれぞれが責任を果たし、連携して行わ

れなければならないとの認識に立って、千代田区に住み、働き、学び、集う、す

べての人々が教育に参加することを目指します。

区 裂 ·~-員会の基 魯

知

識

は

刻

一
刻

変

わ

り

ま

す

。

必

要

な

知

識

全

部

を

身

に

付

け

た

と

し

て

も

、

そ

れ

だ

け

で

一
生

も

つ

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

と

き

ど

き

で

自

分

が

必

要

な

知

識

を

学

び
、

身

に

付

け

、

実

践

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

の

た

め

に

次

の

こ

と

を

実

施

し

て

い

ま

す

。
一
、

個

の

習

熟

に

応

じ

て

工

夫
r
さ

れ

た

日

々

の

教

育

活

動

（

平

成

十

六

・
十

七

年

度

千

代

田

区

研

究

協

力

校

と

し

て

研

究
推
進
）

二
、

少

人

数

授

業

・
習

熟

度

別

授

業

（
都
の
パ

イ
ロ

ッ
ト

校

と

し

て

五

年

間

の
実
践
経
験
）

三

、

エ

夫

さ

れ

た

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

（
時
期
に

応

じ

た

週

あ

た

り

の

教

科

時

数

の

変

化

と

麹

町

中

タ

イ

ム

に

よ

る

一
コ
マ

多

い

授
業
時
数
）

四

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

能

力

の

育

成

（
コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

活

用

・
総

合

的

な

学

習
の
時
間
）

◎

国

際

理

解

教

育

一
、

外

国

人

講

師

(
A
L
T
)
と

連

携

し

た

授

業

二
、

イ

ン
グ
リ

ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン

（
週

一
回

外

国

の

方

と

フ

リ

ー

ト

ー

ク
）

三
、

帰

国

生

徒

の

受

け

入

れ

（
欧

・
米
・

豪

な
ど
多
く
の
国
か
ら
の
帰
国
生
徒
在
籍
）

四

、

文

化

理

解

（

各

教

科

の

中

で

の

歴

史

学

習

・
和
太

鼓

演

奏

・
百

人

一
首

大

会

・

修

学

旅

行

で

の

学

習

・
卒
業
講
演
）

＊

本

校

は

、

生

徒

を

厳

し

く

鍛

え

る

学

校

で

す

。
自

分

の

未

来

を

信

じ

て

、

怠

惰

に

流

れ

る

こ

と

な

く

、

自

分

に

対

し

て

厳

し

く

な

れ

る

人

が

学

ぶ

場

で

す

。

＊
本
校
は
、

三
年
間
の
自
己
鍛
錬
を
通
し
て
、

自

分

の

夢

に

向

か

っ

て

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

き

る

学

校

で

す
。

1年職場訪問発表会
（総合的な学習の時間）

◎
安
全

•

安
心

___ 

一
、

危

険

を

予

測

し

、

回

避

す

る

指

導

二
、

薬

物

乱

用

防

止

教

育

の

実
施

三
、
禁

煙

教

育

の

実

施

四

、

防

災

教

育

◎

個

性

を

伸

ば

す

一
、

選

択

幅

の

拡

大

（
全
学
年

9
教

科

10
コ
ー
ス
）

二
、

学

外

の

コ

ン

ク

ー

ル

ヘ

の

参

加

（作

文

や

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

等

で

大

臣

賞

・
長
官
賞
等
入
賞
）

三
、
資

格

の

獲

得

（

英

検

・
漢
検
）

四

、

部

活

動

（
美
術
部

・
吹
奏

楽

部

・
科

学

部

・
テ

ニ

ス

部

・
陸

上

部

・

バ

ス

ケ

ッ

ト
部
・

卓

球

部

・
バ
レ
ー
部
）

【基本方針1.人権尊重の精神と社会性をは＜＜む教育の推進】
すべての大人、子どもが人権尊重の理念を正しく理解するとともに、他人を思いやる心や規範意識、

社会生活上のルールを守るなどの社会性をはぐくみます。そのため、すべての学校教育活動を通して

人権教育及び心の教育を充実するとともに、社会性・公共の精神をはぐくむ教育を推進します。

【基本方針2.個性と創造力を伸ばす教育の推進】
生涯を通じて自ら学び、自ら考え、自ら行動して、創造的に自己実現を図り 、充実した生き方

ができるようにします。 そのため、基礎的 ・基本的な内容を重視し、探究心や発想力、創造力な

ど幅広い学力を高める教育、「知 ・徳 ・体のバランス良い発達」を目指す教育を推進し、生きるカ

をはぐくむ教育活動の基盤として特色ある学校づくりを推進します。

【基本方針3．国際化、情報化社会に対応する教育の推進】
国際社会にあっで、日本人としての教養と誇りをもち、世界の人々と積極的に対話し、世界を

舞台に行動できる人材の育成を図ります。 そのため、国際教育をより 一層充実し、世界の中の日

本人としてのアイデンティティを育てる教育を推進するとともに、 グローバル化に対応できるよ

うな情報教育や環境教育の推進を図ります。

【基本方針4.「生涯を通じた学習」と「文化・スポーツ」の振興】
人生80年時代となり、自由時間の増加や教育水準の向上が、価値観の多様化や、自己実現への意

欲の高まりを生み、個性を伸ばす生涯学習への取組が求められています。 そのため、人々が生涯に

わたり充実した生活を送り、自己実現を図るよう、様々な学習機会を通じて、自ら学び、文化芸

術やスポーツに親しむ活動を推進します。

【基本方針5.区民の教育への参加と学校運営の充実】
学校・家庭 ・地域社会の協働を通して、都心千代田にふさわしい魅力ある教育環境づくりを推

進します。 そのため、大学や企業・ NPO等との緊密な連携 ・協力のもとに、地域に根ざし区民

の期待に応えられる、開かれた学校運営を重視した教育行政を展開します。
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まちかど見守り隊始動 ー・ 地域で子どもの安全を守る活動

▲安全•安心パトロール腕章・帽子

▲見守り隊 （九段幼稚園保護者）

▲ 子どもの安全を守る連絡会

「子ども安全会議」 （お茶の水小学校）

▲ 見守り隊 （九段南二丁目町会）

~
平
成
1
8年
2

月
9

日
、
区
立
初
の
中
高

一
~

工
貰
校
「
九
段
中
等
教
育
学
校
」
の
合
格
発
表

~

：

が
、
千
代
田
区
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

~

~

午
前
9

時
に
ス
テ
ー
ジ
の
猫
が
開
き
、
掲

~

で
ホ
さ
れ
た
合
格
者
の
受
検
番
号
が
現
れ
る
と
ぶ

：

待
ち
か
ま
え
て
い
た
児
童
や
保
護
者
か
ら
歓

~

こ
戸
が
上
が
り
ま
し
た
。
合
格
者
は
、
そ
の
後
、

＂

2
区
役
所
1
0階
で
賀
澤
校
長
よ
り
直
接
合
格
通

~

~
知
を
受
取
り
ま
し
た

。

ま
た
、
同
時
に
新
入
~

ご
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
案
内
を
受
け
、
制
服
の
採

~

~

寸
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
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1

1

の外

数

以

数

．

民
者
人
人
人
民
者
人
人
人

~

涵

ご

63

59

122

ニ396
435

831
i

涵

T

f

t

員

紐

員

蕊

（

人
人
人
人
町
人
人
人
人

~
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い
集
4
0
4
08
0
分
集

4
0
4
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0
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萩

区

募

区

募

涵

□

男

女

計

m

男

女

計
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昨年12月に緊急区民会議を開催
最近の子どもが被害者となる凶悪事件を受けて、千代田区では、昨年12月15日に町会を

はじめとする関係団体、区民代表160名参加による「子どもの安全緊急対策区民会議」を開

催し、地域をあげて子どもの安全を守ることの大切さを共通認識とし、地域全体で取り組

むこととしました。

各小学校の地域ごとに活動を開始
この緊急区民会議を受けて、各小学校ごとに保護者やPTAをはじめ、町会、こどもllO番連

絡会、民生児童委員、青少年委員など地域の人々や警察などの関係機関で構成する子どもの安

全を守る連絡会を立ち上げ、各小学校の地域ごとに子どもの安全を守る具体的な方策を話し合

いました。

今後、各小学校の地域ごとに、地域の方々の協力を得て、

どもの安全を守る活動を行っていきます。

これらの連絡会で話し合われた子

子どもの安全を守る活動

◆通学路の安全点検

子どもや保護者・ PTA、地域の方々の目線で通学路を点検し、危険芭所を把握します。

◆地域安全マップの作成

地域安全マップを作成し、通学路の安全点検による危険箇所や見守リポイントをわかリ

やすく掲載します。

◆子どもたちへの見守り・声かけ活動

地域安全マップをもとに、数職晨や保護者、地域の方々のご協力による登下校時の子ど

もたちへの見守リ・声かけ活動を行います。

（安全•安心パトロー）レ等の腕章・帽子を着用して）

◆保護者や地域の方々による自主的な防犯パトロールの実施

一

「ちよだ まちかと見守り隊」を創設
～地域のみなさまの見守りが必要です～
教育委員会では、保護者や地域の方々に登下校時間帯に

通学路上での子どもたちの見守りと声かけをしていただけ

るよう、小学校ごとに登下校時間と通学路を記載した「ま

ちかど見守り隊」のチラシを作成するとともに、見守りと

声かけの際に着用していただく安全 ・安心パトロール専用

の腕章 ・帽子を用意しました。

このチラシと腕章、帽子を小学校と出張所で配付し、地

域の方々の活動への参加をお願いしています。また、千代

田区商店街連合会を通して、学区域内の商店街の皆さんへ

もチラシと腕章を配付し「まちかど見守り隊」へのご協力を

お願いしています。
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三学期
．
 

後期課程の
できごと

：ク

園國圃園園冒………••
～子ともたちに生きる力と夢を～

▲麹町幼稚園 「豆まきする子ども達」
節分の日に「鬼は外！」と元気な掛け声で、
大きな赤鬼めがけて豆を投げつけました。

▲ お茶の水幼稚園 「幼稚園のお誕生日」
2月9日園児全員で、開園記念の集いをしました。

▲ 千代田小学校 「公開授業」 2月17日
3年生が公開授業の中で、調べたい事がらを
インターネ ットを活用しで情報収集しました。

▲ 番町幼稚園 「みんなで凧揚げ」
園児手作りの凧を番町小学校の校庭であげました。

▲ 九段小学校 「フランス料理を楽しむ集い」 1年生
が2月18日九段小学校講堂にて、おいしい料理を食
べながら食材やテーブルマナーを勉強しました。

▲ 麹町中学校 「百人一首大会」 2月3日
1年生が国語の時間に鍛えた腕前を披露。「ひさか
たの～」「ハイ ッ ！」下の句までは待ちません。

「夢に挑戦してきた人」が小学校を訪思し講師を務める

「夢の課外授業」（二十一世紀倶楽芭主催）が、

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
永
井
美
奈
子
さ

ん
が
1
1
月
2
5
日
（
金
）
に
麹
町
小
を
訪
問
し

ま
し
た
。

永
井
さ
ん
は
、
恥
ず
か
し
が
り
や
で
引
っ

込
み
思
案
だ
っ
た
小
学
校
時
代
、
自
分
の
性

格
を
変
え
よ
う
と

一
念
発
起
し
、
学
級
委
員

に
立
候
補
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
「
夢

は
必
ず
見
つ
か
る
。
見
つ
け
た
ら
、
本
当
に

こ
れ
が
自
分
の
目
指
す
も
の
か
と
こ
と
ん
考

え
、
そ
の
夢
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
磨
き
上

げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
し
て
苦
労

し
た
こ
と
は
」
「
言
い
に
く
い
言
葉
は
」
な
ど

と
質
問
、
永
井
さ
ん
が
思
わ
ず
考
え
込
む
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
発
声
練
習
と
朗
読
に
挑
戦
し
、

子
ど
も
た
ち
は
日
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
文
章

を
読
む
こ
と
の
新
鮮
さ
と
面
白
さ
に
知
ら
ず

知
ら
ず
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

3校で開催されました。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
「自
分
の
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
」

永
井
美
奈
子
さ
ん

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
五
十
嵐
亮
太
投

手
が
、
1
2
月
1
4
日
（
水
）
に
千
代
田
小
を
訪

問
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
さ
ん
は
、
「
肩
は
強
か
っ
た
け
れ

ど
、
野
球
は
下
手
だ
っ
た
」
と
、
小
学
校
時

代
の
思
い
出
や
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
か

ら
の
苦
労
話
な
ど
を
披
露
し
、
「
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
は
、
好
き
に
な
り
、
ず
っ
と
思
い

続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
嫌
な
こ
と
に
も
積

極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
と
、
子
ど
も
た
ち

を
励
ま
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
「
今
の
夢
は
」
と
聞
か
れ
て
、

「
国
キ
ロ
を
だ
す
こ
と
」
と
話
さ
れ
、
会
場
は

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

会
場
を
校
庭
に
移
し
て
実
技
指
導
を
行
い
、

五
十
嵐
投
手

と
の
キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー
ル
に
挑
戦

し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
プ
ロ
野

球
選
手
の
速

球
を
受
け
止

め
、
心
地
よ

い
汗
を
か
い
て

い
ま
し
た
。

読
売
巨
人
軍
の
仁
志
敏
久
選
手
が
、
1
月

16日

（月
）
に
番
町
小
を
訪
問
し
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
時
代
の
こ
と
や
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
っ
て
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
、
日
ご

ろ
か
ら
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
披
露

し、

「
将
来
の
夢
を
も
つ
こ
と
、
夢
に
向
か
っ

て

一
生
懸
命
に
努
力
す
る
こ
と
、
努
力
す
る

こ
と
が
夢
を
実
現
す
る
可
能
性
を
裔
め
る
こ

と
」
を
語
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
の
体
力
測
定
で
は
ジ
ャ
ン

プ
カ
や
握
力
測
定
に
取
組
み
、
プ
ロ
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
カ

ラ
ー
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
の
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
な
振
り
と
鋭
い
打
球
に

子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

「夢
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
」

仁
志
敏
久
さ
ん

「
か
っ
こ
い
い
大
人
に
な
っ
て
」

五
十
嵐
亮
太
さ
ん

7
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初
夢
を
見
た
。
亡
き
母
の
夢
で

あ
る
。
年
を
と
る
に
つ
れ
よ
く
夢
を
み

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
母
の
夢
は

め
っ
た
に
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
目
覚
め
た
直
後
は
少
々
気
が
か
り
で
あ

っ
た
。
し
か
し
夢
の
中
の
母
は
生
前
と
同
様
、

優
し
く
ほ
ほ
え
ん
で
、
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言

っ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
日
が
経

つ
に
つ
れ
て
そ
れ
ほ
ど
気
に
は
な
ら
な
く
な

っ
た
。

母
が
逝
っ
た
の
は
、
私
が
大
学
二
年
生
に

進
級
し
た
春
で
あ
る
。
享
年
五
十
二
歳
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
母
は
笑
顔
の
人
だ
っ
た
。

聞
き
上
手
な
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も

ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
の
人
だ
っ
た
。

母
が
常
々
言
っ
て
い
た
、
私
へ
の
言
葉
は
、

〇
帰
っ
た
ら
よ
く
手
を
洗
っ
て
、
う
が

い
を
し
て
。

0
ご
飯
は
よ
く
か
ん
で
ね
。

〇
忘
れ
物
、
大
丈
夫
？
。

〇
背
筋
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
。

〇
お
友
達
は
大
切
に
、
時
間
を
大
切
に
。

な
ど
で
あ
る
。

部
活
動
に
明
け
暮
れ
て
い
た
私
は
、
母
と

接
す
る
の
は
朝
館

・
タ
館
時
の
わ
ず
か
な
時

間
だ
け
で
あ
っ
た
。
母
は
、
私
が
食
事
を
す

る
間
は
黙
っ
て
そ
ば
に
座
っ
て
い
る
。
そ
し

きょういく

随

想

て
私
が
お
茶
を
飲
み
始
め
る
と
話
し
か
け
て

く
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
振
り
返
っ
て
思
う

に
、
私
は
こ
れ
ら
の
母
の
言
葉
を
い
や
だ
と

思
っ
た
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ

快
い
音
楽
を
聴
い
た
よ
う
に
心
が
癒
さ
れ
、

元
気
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

く
た
く
た
に
疲
れ
て
学
校
か
ら
帰
っ
た
私

を
、
「
お
帰
り
」
と
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
迎
え
て

く
れ
る
母
。
台
所
の
方
か
ら
お
い
し
そ
う
な

汁
の
に
お
い
が
漂
っ
て
く
る
。
空
腹
の
私
は

物
も
言
わ
ず
に
、
温
か
い
汁
と
ご
飯
に
む
さ

ぽ
り
つ
く
。
満
た
さ
れ
る
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
そ
の
日
あ
っ
た
こ
と
を

一
気
に
し
ゃ

べ
り
つ
づ
け
る
。
母
は
聞
き
上
手
な
人
と
な

想随

き
ょ
う
い
く

る
。
ひ
と
と
き
が
終
わ
る
と
、
母
は
時
に
次

の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
て
く
る
。

「
何
か
気
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
お
母
さ
ん
に
相
談
し
て
ね
。
お
ま
え
は

お
母
さ
ん
の
大
事
な
子
な
ん
だ
か
ら
ね
。
信

じ
て
い
る
か
ら
ね
。
元
気
を
出
し
て
ね
。」

思
い
出
せ
ば
き
り
が
な
い
が
、
こ
こ
ま
で

書
い
て
き
て
、
こ
れ
は
何
も
特
別
な
事
で
は

な
い
、
ご
く
ご
く
平
凡
な
家
庭
の

一
場
面
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
当
時
は
こ
う
い
う
母
親

が
、
当
た
り
前
に
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
、
自
分
が
お
腹
を
痛
め
て
産

ん
だ
子
に
対
し
て
生
じ
る
母
親
の
自
然
な
愛

の
表
現
な
の
だ
、
と
思
っ
た
。

教
育
の
基
本
は
、
安
定
し
た
家
庭
生
活
、

両
親

・
と
り
わ
け
、
母
親
の
子
を
思
う
優
し

い
ま
な
ざ
し
か
ら
出
る
お
だ
や
か
で
温
か
い

「
こ
と
ば
（
こ
こ
ろ
）」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

職
を
辞
す
る
年
の
初
夢
に
出
て
き
て
く
れ

た
母
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。
母
は
お

そ
ら
く
こ
う
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
“
立
つ
烏
、
跡
を
濁
さ
ず
。
”
よ
。
ご

苦
労
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
背
筋
を
伸
ば
し
て

ね
、
そ
し
て
、
す
べ
て
に
感
謝
で

す
よ
。」

母
に
と
っ
て
我
が
子
は
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
子
ど
も
で
あ
る
。
合
掌

千
代
田
区
の
歴
史
文
化
に
触
れ
て
い
た

だ
く
機
会
を
増
や
す
た
め
、
3
月
2
7
日

（
月
）
か
ら
、
麹
町
出
張
所
ロ
ビ

ー
に
お

い
て
麹
町
地
域
の
武
家
屋
敷
跡
か
ら
出
土

し
た
辿
物
と
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
千
代
田
小
学
校
、
昌

平
小
学
校
で
展
示
し
て
い
た
文
化
財
も
同

日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

千
代
田
小
学
校
は
、
岩
本
町

一
丁
目
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
追
物
を
中
心
と
し
た
展

示
、
昌
平
小
学
校
（
見
学
は
申
込
み
が
必

要
）
は
、
昭
和
初
期
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
の
人
々
の
暮
し
を
再
現
す
る
な

ど
、
子
供
た
ち
が
実
物
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
展
示
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

【問
合
せ
】
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

電
話
(
3
2
3
8
)
0
7
3
9

千
代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は
、
皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
は
、

6
月
発
行
予
定
で
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
七
十
三
号

平
成
十
八
年
三
月
十
三
日
発
行

編
集
発
行
千
代
田
区
教
育
委
員
会

雷
蝉
千
代
田
区
九
段
南
1
,
6
,
1
1
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